
東北数学教育学会年報第40号 2009年3月31日

「考へ方研究社Jの盛衰に思いを巡らし、

義務教育の学科目たる数学の民衆向け指導法を模索する

（数理の聞いに応答鈍く、 歩みの鈍い生徒にこそ）

坂垣芳雄

（宮減教育大学名誉教授）

概要 ：大正から昭和の敗戦前に、数学のベ7,.トセラー受験参考書を手Fいたカリスマ盤教

師、藤森良蔵は「考へ方研究社jの事業として高等数学の作及（大学教育の開放）にも力

を入れた。高校受験生や理工系の学生がエリートであった10制度の時代から遠く、 庶民が

市民となって大訟に進学するようになった現在、学校で教える数学にも内谷・と質のヒでの

脱皮が迫られている。教師の意蛾改革を考えるとき、良見事の指導への取り組みの姿勢から

時代を越えて教えられることが多々ある。授業の質の先貝を一つのエピソードで諮り 、2

次方足式が立つ問題について授業民IJ目の袋を示して 「下から」の印象づけ指導を提唱する。

キーワード ：藤森良線、藤原怯三郎、官学と民間、整式の変形、 2'1:欠方程式の問題

1. はじめに

小説家の小島信大晩年の答を拾い読みしていたら、次の裕りに出会い、いろいろ患いを

めぐらすことになった。

く私は （岐阜＂＇学を著作業して）この時分、＊京へ出て f巧へ方研究社」という受験勉強

専門の雑誌の出版社が依している講習会へ出たことがあり、そこで数学の先生である雌4・

良蔵という人の教え方を面白いと思いました。その人はたとえば数学一組解いてみせるの

に三時間ぐらし、かけ、二口めには、「きみたち鈍物だjとか、「鈍才だ」と叫びま した。私

はその先生の叫ぶとおり、秀才になりょうもないし、秀才が嫌いでもあったので、気に入

ったようです。＞［l]

f鈍物だJは、ノl、Jみには80殺を過ぎても傑く思い起こされる言葉だったのであるω

この筒所を読んでわたしがまず気に止めたのは、f数学一閥解いてみせるのに三時間ぐら

いかけ、jというところであった。指導法のことであり、授業方法としてのことである。

非常勤講師も止めて f教脊］ と名の付くことに係わるのを終わりにしよう と心に決め、

2007年の年報で引退宣言めいたことまでロにしたのに、 はずかしながら、まだ数学教

育について考えようとしている。新たに調べる体力もないのにというytrが耳の奥に聞こえ
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ているのであるが、｜隠居したからこそ見えてくることがある。そう信じて、いろいろ偲い

起こすうちに考えたことについて諮りたい気持ちが芳：生えた。

小島の昔話りからJ思い出したことに、 ［考ーへ方jを表題にした佐伯卓也論文「“東京考へ

方研究社”の数学教綬法についてjがある凶。それを間み返して、依伯が理学部の講義 『数

学科教育法Jで参照したという「考へ方研究社jの数学の出版物について、あらためて教

えらjもた。

それら数学書を手にすることもなくこの論考を苔き始めるのであり、書こうとナる内界

は論じたいとすることからくるのであるが、そこは追々明かすことにして、うまく伝わる

か、伝えたいことが形をなすか、何より、わたしの主張が当たっているかどうか、その判

断は読者に委ねるしかなb。
佐伯論文を補う読み物にはなっているとは思うが、まずは、これを密かせてくれたこと

になる、佐伯卓也氏が「数字：科教育法Jに取り組んだときの熱意に敬意を表させて頂きた

い。佐伯の熱意と試行の内容については、年報の報告からうかがい知ることができる。

どこか頼りなくあいまいに書き始めるこの論稿は研究諭文ではなし実践報告でもないが

本学会の研究発表や報告を豊かにしたいという思いから、それを目的に怒ることは、あら

かじめ記しておいても起し支えないと思う。

ただし、それを目的に、現場における口々の指噂Iこ密接する研究を期待して、 f民衆向It

指導j についての提~1・を緩るのは第7節からで、まずは、提言部分の前書き（ § 6）を導

くための前置き、いささか長い前匝きから書き始めることになる。

2. I尚等教学の大衆化

佐伯！；t、19 9 7年から 20 0 2年3月までの5年間、山形大学理学部数理科学科の数

学科教育法を担当し、その内容を企両し実行した結果をf存続iに記している。初年度と 2年

目の試行錯誤を経て［3］、佐伯がそう述べているわけではないが、学生たちとの附に数学理

解の仕方で大きなギャップのあるのを知り、 3年日には学生に、教室の生徒を偲定し生徒

に話しかける内容としての数学を文滑化させ、生徒に合った数字テキストを作らせること

を講義の演習やレポートにして韻すようになった。講義する数学の阻材は毎年適えて新し

いテキストを作成、印刷して提供したという［，（］。

f考へ方研究社Jの出版物を思いつくのは3, 4主r－自のようである。教育法と結びつけ
てそれらの書：に思い草るよ うになったという方が当たっているかもしれない。

そして、 f“東京考へ方研究社”の数学教授法についてJ[2］で、数学科教育訟の麟義で高

校教科書を元にして学生に作文させた数学テキストのことを滋り返り、数学そのものにつ

いては考へ方研究社のj！｝：新の流儀にならって説明し、学生に『生徒に強く印象づけるよう

な説明文を作成して」テキストを作れ、とすれば効果的であろうと健冒する。

課題としては、たとえば「＆－0式論法Jがあり、「ワイエノレシュトラスの至るところ微
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分不可能な連続関数jがあり、それには、考へ方研究祉の岡島一郎（ 1943）「数学解析

入門Jが参考になるω。

考へ方研究祉の書籍の特徴については、 q9！力で読んで数学を学んで行くように，時かれて

おり、随所に説者に注意を促すような書き方をしていること、新しい事項はもとより既習

が項でも必要があれば向田でも繰り返し解説していること、また、グラフ等は方眼紙を何

度となく用いて了箪に表現していること、j と記し、放初に藤森良夫（ 1933）「初等解

析幾何学一学び方考へ）j解き方jによって書籍の特徴を解説している。そこで取り上げて

いる~・へ方研究社の答には、他に、右伺歪l東（ 1940 ）「初等射影幾何学入門（近世幾何

午：のJ]i.：望）Jがある。

」こで、この稿を読みやすくするためという考えもあって、わたし偶人の思い出を少し

；与さ足すことにするが、わたしは、 別品一郎は旺文社のラジオ受験講座．の講師の名として

知った。鹿応大ザ：教授という照明出きであった。ついでに，Ifけば、戸凶消の名もその講座を

聡議して知った。大学に勤めるようになって入試問題を作るようになったら、分以な、型

文社の大学入試問題集の監修者が戸山であった。さらにずっと後になって、その姿を身近

にする日が訪れる。

対凶至既には、 f幾何学大辞典j l～6巻、棋持店（第1巻の発行は19年）でi佐話にな

った。

て、話を f考へ方研究社Jの著書のことに戻すと、 f初等解析幾何学Jの著者藤森良夫

は、「考へ方研究社Jという受験勉強専門の雑誌の出版社が似している講習会で fきみたち

鈍物だJと叫んで教えていたと小島が語っている牒森良lほの子息であり、著書の「初等解

析幾何学Jは、良夫が 19 3 3｛手から 1941-!fの聞に執怨した高等数学大衆化叢・書6lllt 

のうちの第一fl日目である。

設計出版と受験講習の問には親子ほどの年齢廷がある。災臓が f考へ方jの;mを著書で

説明するのは、良夫の大衆化叢書出版より 20 {f-.以上前で、次の幸子が~初である。

f幾何学々へ方と解き；JJ松岡文ぶ郎関 j孫森良l後編 I 9 1 0 狩野文魁堂

このことは、絵宮脅夫（5）による。その論文の表題もここに記しておくのがよいと思う。

『民間数学教育者 ・藤蘇良蔵と良夫の仕事の概観ー「考へ方Jの普及と高符数学の

大衆化ー』

絵官によれば、小倉金之助が提唱している f数学の大衆化jの五種のうち、藤森父子の

円指したのは主に第一種の I高級な科学の大衆化jであり、大学教学の開放にあった。小

企が強調しているのは、第三種の大衆化 r13'm・生活を中心lこ現実の司王訟を科学的に処型で
きるようにする試みjである。

松宮論文の後ろの4ページは付姑で、それは、松岡元久（山形大学名誉教授） 「藤森良l様

先生と祖父松岡文太郎jと題されている。

これを、わたしは掲載砧「数学教育研究jの括和l時に読んでいると恩う。通説したきり

ですっかり忘れていた。それをこんな形で紹介することがあろうとは今日まで相像するこ
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ともなかった。

板倉型立 fかわりだねの科学者たちjの第七飛「藤森良蔵と考え方研究社jについても

同じ思いである問。今回前み進めるうちに、隊かにこれは一度読んだことがあると思った。

おしまいのところの 『！生徒」たちの評価』では、奇しくも小島情夫（ 1 9 1 5～2 0 0 6) 

の発言まで引用されていて、そこで fなお生年刀nから計算すると、かれは一九三二（昭
和七）年三月に岐阜中学を卒業して浪人生活に入っているJと話している。

政飾では、J総森Jミ践の「考え方Jを、板倉によって拾い読むことにする。そこでは、敗

戦前の仮名遣いの 「考へ方Jでない出き方にしている。松宮論文も断りなく参照している。

なお、良践の（西暦の）生年 ・没年などは木文ではまだ記さないままでいるが、本文中

とは別に、他の人方のを合め、参照文献表の後にー覧にして記すことにする。

さて、考え方といえば、数学教Yiで円常に日にし耳にする言葉になっ・た。「巧・え）jの語は

戦前から日本の数学教育で使われていたJと、職場の大学で先哉の先生が発言されたこと

があった。それを今になって思いMlし、あれは、むかしの意味と無紋に翻訳語として節度

なく使うことを批判されておっしゃったのかと、その先生の気持ちを推し食ったりする。

「策合の考え方Jfl剣数の考え方Jのようなものが何を指すかは、他かに：拘l然としない。

それが、生徒に説くものでも、教えるものでもないことを、教自Iiはつい忘れる。

藤森良蔵が体現し生徒に説く「考え方Jは、生徒個々人が一つ一つの（受験）問題に取

り組む出習の実弓？にあって、そこから帰納された鍛錬の道であった、ように思う。

｜司じ著者による本位6］は現在も手にすることができ、 f考へ方研究社j）医との凶速を序

文で述べている。

3.数学で差別される受験生の味方

藤森良蔵（1 8 8 2～1 9 4 6）は、 l9 0 3年に東京物理学校数学撰科を卒業後、長

野商業学校、長野の ｜速成私立小学校保科塾J（現時給）、さらに、青森県の木造中学校の教

師を経て、同じ諏it}j/ll身で長野白Ii範の先獲を頼って京京に出る。松岡文太郎の「数学雑誌」

の編集を手伝い、 一方で独自に数学の講習会を聞いて生計をたてようとするがそれは失敗、

仲間の正則英語学校「総合受験科jの教師になる。19 0 7年には文部省教員検定試験に

合.~ (t';L術、代数、幾何、三角法）、立教学院立教中学の教師の職につき、 19 0 8年、自

宅に藤森勢を設けて寄宿生をつのり、数学を教え、「体力と資力の統かん限り禽闘jする。

家庭教師と寄宿舎での教授に、 SI.教中学に勤めるのと同じぐらいの時間をかける。寄宿制

の私塾は構足すべき成果をあげた。（立教中学に例年まで勤務したかは、ここで参照してい

る［5][7］ではわからなかった。）

1 9 1 0年（明治43）には、指導の実践を経て生まれた参考持「幾何学一考へ方と解

き方Jを松岡文太郎の序文をもって出版する。
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この容の総論の冒頭に f幾何学の学び方Jと題したところで、藤森は書いている。

現今の学会：問にもてはやされているものは、解式時前万能主．後ともいうべきもので、ー

の主主義は、幾何学の百の問題を倒別にー題でも多く暗記日昔前しようとする方法で、記憶）J

QI:~な背年開・渇・にとっては、 労はなはだ少なくして効もっとも多かるべしということで、

この主義は今や学生界を鳳燃する勢いである。 ・・・ と。

幾何学問題の考え方解きみ・につき、その解式時前l方式に対・慨されるものとして、ーから

十を類惟する秩序強然たる具策的方法を提示するのが、考え方主義なるものであった。

考え方主総は、この本が好評を博して版を重ねるにつれてだんだん明徹になってくるω

崎議が自信をもってその主義を前商に打ち出すのは、改定新版（ 1916）、その頃F
(1917）の後の、三訂改版（I!) 2 I）になってからである。

雌森は「代数学／学び方／考え方と解き方」（1914）を11¥し、「幾何学Jとともに受験

生の圧倒的支持を受け、 f三角法J(1916）についても参考書を作る。

自著による緋習も rl:l上鱗習会」と名付けて昨日目し、 19 I 7年には線総「考へ方Jを

印l干ljする。

r~・へ)jJ の臨時期刊号として 5 月に出るその年の入学試験の 『問題解義号』 では問題

に批評を加え、受験者の「正義の味方Jとなって、試験官に物申したり、採点者へのお

いと2ーってri文をつけたりした。
I 9 3 5年には、 f考へ）j態；！＿｝Jと立伝怠れて三社．で出していた持のうち自分の若：遂を全

部考へ方研究社発行に切りかえる。

1！藤森は I9 3 6年発行の芥で 「諸；－p；は繰返すことを嫌がってはb、けないJと大きく太文

字でしるし、こう述ベているという。

『自分は考え方主義を諸君に提供して、 この主義を宣伝するために同士講習会を開b、て、

拙者：について年2回ずつ、閉じ本で同じ問題をほとんど同じ燃に練返している。そして本

年昭和 11年で43巨｜になる。 43皮も繰返したら、閉じことであるから一度く らい嫌々

ながらやったかというに、そうではない。矢袋り面白い。なぜ面白いか。去-tr－より今年は

その説明の仕方において一歩を進めたいとの希望に燃えているからである。J

雌裁のチ，（；！，，（，挙森良夫（ 1 9 1 0～ 1 9 9 5）は、 19 2 9年から雑誌「考へ方Jの編集

を手伝い、日土講習会で数学を講ずるようになる。

藤森はまた、「高等数学の大衆化を計り 、 普く好学の士に大~7：数学を開欣すると共に、 iE

しい学びブi考へ方の態度をf1i:tえせしめるJ目的で日土大学講将会を新たに企画する。

1 9 2 9年に開始された f日土大学jでは f良夫及び我が主主き社員が権威者に依て直接

の指潟を受I)"J られた。

その後、高符数学大級化能：おが f初却下解析幾何年：一学び方考へん－解き方J(1933）均

ら、「くはしい／初等複素函教諭初歩／準び方／：考えブJと解き方／講義Jl1l(l941）までの

6頼、良夫によって執筆し発刊される。

円士大学の機関紙 f荷数研究Jが発刊されるのは I9 3 6年で、編集には間島一郎、 問
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恰（のち岩国）至成、雌森良夫が診断した。

ω本の題は5行にして印刷されている［5］。「初等解析幾何学jの方は、活字の大きさも変

えて f初等／角開？幾何感／皐び方／巧－えノJ・と解き方Jと4行。本文の符き方にもそのような配

患がなされていることを内容記述の特色とともに佐伯が紹介している凶。tJう宮［5］は、表紙

や序文のページの：手1誌を載せており、望書名の書き方などは、藤森良綴の最ー初の容からそう

なっている。

4.大学数学の開欣

第四次（ 1931）の日土大学講習会の案内パンフによると［5］、 このときの跳附は 「東

北帝岡大学教授理学博士藤原松三郎J、講演組問は f数学解析慨論j、日時は昭和6年

7月3l白から8刀gnまで毎円、午後6時から9時まで、（2 0時間）、 f会費金六円全
額前納の事Jo

パンフの漢字は全て敗戦後の新字体で横書：きにワープロ打・らすることにして、出内文の

一部を記すと f先生今回のま停泊の日的は微積分子￥：の初歩を解する人々に数学解析なる部門

は如何なる範囲に立り知何なる問題を論ずるものなるや、之が陪史的発展を向顧しつ』Wr 

学の概慨を説示するに存す。j

ここで、わたしがロ土大学講習会の業内パンフに目を止めたのは、藤森良i際と関わり、

見ljのところで、藤JJ；！松三郎の名を目にしていたからである。

また、個人の思い山になるが、鮫同文太郎の名は先業の先生方の雑談のなかで耳にした

ことがあった。そのときは、藤森良蔵という名も、良夫の著書についても知らなかった。

対日F桜一郎「エピソードでつづる数学者物語J［剖は、藤森良臓を紹介していてそれは読ん

だはずである。中身のことはもう忘れているが、この種の本としては珍しいことに、日本

人15名についても扱っていて fn本の数学教育史Jを物語っている。そこには、松岡文
太郎、 j泌森良殺がいて、寺尾美子（物理学者）、 三I・.旋夫 （和算史研究家）も入っている。片

野がその後にまた別の容［9］を著したことも知っτいた。 この度、蹄森良践について思いを
巡らすうちに手にとってそのベージを聞いてみたら、「両等数学の大衆化に尽くした 藤森

良蔵 1 8 8 2～1 9 4 6 Jとある。それが聞いたページの右側で、左側は f常に恩師を

気追っていた 総原松三郎 1 8 8 1～1 9 4 6 Jである。生俸が一年連いで投年が同じ

と知って、しばしl感慨にひたった。

この本は、［数学者Jを一人につき 1ページをあてて生年の順lこエピソードを綴っている。

もちろん、前半に並べた外国の f数学者jの方が多数である。

わたしが藤原松三郎の名を知ったのは、「行夢IJ]k.び行列式jn＞の著者と してだと思う。分

厚な本『微分割分学J:t)は学校教育学部の大学院で指導するようになったとき、初めて聞

いたのであった。円本学士院福「明治前日本数学史』（1 9 5 4～I 9 6 0）出は手にとる
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ニともなく、藤原の遺稿による内だとは、土倉保先生に直にそれを言われて知った。 65 

設を過ぎてからである。

七倉保による f東洋数学史への招待ー藤脈訟二三郎数字：史論文集ーJ[10］には、昭和20年

9月25臼の大学卒業式における熊原による記念講演 f和算Jが記録されてある。終戦の

H の翌月、卒業生に呼びかけることばの箇所では、講説（~の気持ちに向調して、慌を正し

たくなった。

亡くなるのは、昭和 21年10J:l12日、 60裁定年の 17~－ 3 月からは林鶴ーを引き

継いだ手iJ算史の研究に没頑された、と土倉は記している。

片野［9］で何合十太郎（ 1 8 6 5～1 9 4 5）のページを読むと、林や藤原が高等中年：伎

で洋算を学びながらも、和算の近くで暮らしていたことがうかがわれる。

さて、七倉［10］には、 f孜が東北大学も平や十五の併合.mねる様にJ注ったjと；t，き出して
いる藤原恰ニi郎の4ページ余の 「一つの記録Jが転載されている。おしまいにn付が（大
軍 14 !f:. 1 1月26 1:1稿）とある。この停は理科大学問学の 19 1 1年（明治44）から

1均年齢で数えて 15 f"[.c自になる。

「一つの記録」によると、藤原が明治4O!f・0）秋（第ー尚等学校に勤めて2年目）に f留

学の命jを受け、伯林（ベノレリン）に着いたのは12月の器、アメリカをまわって帰国す

るのが44年のi月である。

その問、文部省からの予算の学内毘分は（£欧者の『東北大学の仙4本会議jで議論する。
持費については数学科の分は八千四と決まってから、 「月比原（グッチングン）に持て

ライプチヒのブオックから書持雑誌を購入して日本へ送らせた。古車i干の選禅には月比民J、の

完備したる故学図書識の躍番目鍬が非常’｛こ役'IT.った，J

f代数学J「微分積分学jの制作には、その作品から見て、そのとき欧州で眺入した持籍

雑誌が有効に利用されたと推測されるc

話を考へ方研究社のことにもどす。

第一次の「円士：大学鏑習会」（1929）の講師は林鶴ーで、林の停年の年の 12月に開

i敵されている。第七次（ 1934）までの諮師8人のうち、東北大学に勤めたことのある

が5人。 19 3 5年からは「新制目土大学Jと名を変え、その第九同（1943）の案

内パンフによると［5］、騨聞は出氷点治ほか6#iで、東大でI〔』木の教え子だった名人・、九大、

北大の数学教授の名が並び、中央航研の研究官の名もある。

敗戦2年前の亙の講押会で「口：十．大学Jは閉店を余憾なくされたようである。

終戦後、良般の亡き後も、考へ方研究祉のイ上市は良夫が引き継ぎ、 『大学数学考へ方i世帯j

を出版し続け、数学：（解析 し 解折H、幾何）の日土講習会を聞いていたが、考へ方事業

は満50 if=.で廃業の日を迎えたとbづ。

｝日本学上院編、明治前日本数学史、全5巻、 l9 5 4～60、岩波書店。平山諦、
矢－~ーらによって完成した。
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註）代数学（巻ー）、 I 9 2 8.代数学 （巻二）、19 2 9. 数学解析第一編／微分積分守：

（巻一）、1934.／微分積分学（巻二）、 19 3 9.内聞老鶴岡a

i也にいく つかある著作のうち、岩波全帯に、行列及び行列式、19 3 4. 

5.大東亜脱争

欧米に倣い、殖産興業、冶国強兵をめざす明治のill・に生まれ、初等教育、qi等教育を受

7て、帝国大学で学んだ藤原松三郎は、日本で3韓日にi役立された官立大学の初代の教授

となる。大学も同策を担い、商洋の強兵の園にあるような高等教育と学問研究を行った。

藤1集良臓が長野県立師範学校に入学するのは、東北帝国大学理科大学が開校する 10年

以上前であった。良蔵の父は役場の史．員をしていたが、もともとは教師になるつもりで長

野師範に入り、そのーJ厚I卒業生だったとしづ。

良蔵は入学の一年後には長野師範から退学を命ぜられる。退学の年の秋には東京に/11て、

物理学校数学撰科に人午：する。数学を選んだのは、数学が苦手だったから、それを身につ

けて、自分とji:i］じように数学を苦手とする人々の役に立ちたいという志をたてたからと述

べているという。

良臓が講習会で受験指当事を始めたとほぼ同じ時期に、藤原松三郎は数学の研究者を養成

し始めたことになる。

良蔵は言う。

「明治の時代は凡ての｝jj苅に於いて翻訳の時代、移柿：の時代だった。止むを押ない所だ

が、鵜呑みの時代、時捕の時代だった。だが、よく彼の長所をとり大正の今日を造り出し

たのは明治時代に於ける先賞者－の努力の賜物である。

これからは、欧米諸l.rilを凌潤するためにも、飽く:ii;も同本の数学、 我が国民性に恰当契

合する数学を樹立せ5るべからず。jUl) 

先人の翻訳した省、教科各や滋)5-前の数学に学び、入試問題を解き、考え方を講じなが

ら、借り物でない内容として数学を教えたいという気持が良蔵の揃いとしてずっとあった

のかもしれないヨ

岡洋の数学を講じ、年：ばせたい数学のことを考えながらも、 人の学びの姿勢のこと

が藤原松三郎の念頭を去ることはなかったであろう。そう考えると、和~：史研究へ傾けた

m熱もわかるような気になる。.!lit羊、支那の資料を調べるには戦時体制の笹押しがあった
かもしれないが、心底に動機があったからこそ戦後も研究を続けたのではないだろうカー。

挫の恩師藤沢利喜太郎は近代打本の算術教育の礎を築くのに鞘力を傾けた．藤沢は幕末

の生まれ、18 8 7 （明治20）年にほぼ5年にEるヨーロッパ留学から帰国して東京大

学の解析学の教授となる。菊池大韓に欽ぎ日本人で二人目の教使、東京大学卒では初めて

の教授である。松宮が記すように刷、西洋数学を学んだ官学の二代目に当たる。藤原は、

師の衣鉢を縦ぎ官学の発展に誼進した。定年後に始める和算史の研究は、初代の数学者 ・
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菊池大麓が手がけたことであった。

大京!IF.戦争、太平洋戦争の敗北、 G. IT. Q. （尖賀、米軍占飢）の政策のもと、（新制）

中:lf：佼が義務教li'となり、帝国大学の名は消え、師範学校は（新nm大学の教育学部にな
った.£2）。

怠 I) I雑誌『考ヘブi』刊行の酔J (1917）から断片を引用問。

a2> rドイツの伝統を強く引き継いだわが同の！日 「帝国大学jでは、戦後の学制改，＿y_，；＿にお

いて、｜円「師範t苧校Jをかかえ込んだものは一つもなかったJ[11）わけではなく 、宮城県で

は一保一国立大学の原則が適j討された。

＊＊＊  

義務教育の数学の指導法について論じようとしている稿の「いささか長い前償き §1～ 

§ 5 Jをむすぶに当たり、敗戦から現在までの、日本に験争のなかった区間、明治と大正

をあわせたよりも長いこの年数を一気に飛ぶような二とになるかもしれないので、そこを

湿めるような休憩括をここにちょっぴり挟んでおく。

桜倉治文「藤森良i蔵と考え方研究社Jには、「考え方研究社は戦後UE文字上のやっていたよ

うなことをやっていたと考えてほぼまちがいないだろうJというくだりがある。受験雑鈷

rm，必lift-代Jを知っているlit代には旺文社の圧倒的な,11・場占有が.＇.！！，いIll怠れて分りやすし、。
しかし、良放の考え方主義宣言の協力者のt宗本哲三や、f英語学び方考へ方と解き方jの著
者野原子＝－郎の名に、わたしは旺文社の受験雑誌で出会っていると思う。良夫とともに考へ

方研究社の協力二百・となる良般の女婿の閉助一郎は、 II王文社のラジオ誠艇に出掛Iしていた。

また f蛍雪時代Jでは大学教授の講座や随想を読むことができた。敗戦後に1J子述すること

も11卜わず考へ方研究社は閉店したが、事業のノウハウは旺文社が引き継いでいたのだと思

う。戦前から、人材も I派遣」された。良臓は、熱心に答案の添削指導に取り組み、懸償

問題も企画している。民間教育史の観点からは、上込戯がi男？台j切に西洋受容の数学教科の普

及にカを注いだところを、受験科目全般にかかわって、戦後の出飯事業で旺文社が引き継

いだようなものだ、といえるのではないだろうか。

ところで、板倉市告文は I9 8 2 （昭和57）年の叙述である。わが国の受験産業は大き

く変わりつつあったときである。

その頃には、全l.lij統一のマークシート方式の試験が年間行事としてしっかり定者した。

蛍の光、響、の宮が現実味を併びていた刻許の暮しが去って、エンターテイメント画像が

身近な、夜の明るい肢になった。

敗戦とともに少国民の雑誌が消え、印刷l川版の回復に伴い学習雑誌が並ぶようになった。

が、書店の雑誌コーナーは賑わいながらも、いつの間にかそれらは見られなくなった。パ

ソコン関係、の図書が店の棚を大きく占めるようになったのはその後だったろうか。

藤元集を紹介す？＇Jr冶文で、板倉は、 自分は良j草の参考書Fで受験勉強をした記憶がないとい
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い、はじめて知ったのは、兄貴の本側1に見つけた良夫の 「順列組合より確率まで（統計数

学への道）Jを通じてであったと思う、と記す。良l廷は（長男良夫著の）この本のはじめに

「序に換う一隅列組合の起り とその必質性Jとし、う l6ページもある長い長い（誰々たる）

序文を枠いていた、と。

収合lま、また、良j践を紹介する章と月IJのところで（第61津）、IIJ制浦和的i校の2作・生から、

新発足新制の東京大学を受験して合格した経緯を記している。

話は巡るが、佐伯は仮倉とl言lじで、良臓の受験参考書は利用しなかった年代と推測する。

この年代のこと、 数学科に進学・した佐伯は、解析学の講義で f至るところ微分不可能な

連続岡敬Jの例を解説されたのではないだろうか。新制大学を迎えた数学教授にとって、

かつての新しい数学であった。

そのときから何年か過ぎて新制大ゃにわたしが進学したときは、周年：部の教養部で物王室

の実験、化学の実験を体験させられた。教義課程の恥イ立を習得して専攻課程に進み3年生、

4年生へと進級して卒業する。このころには数学科の講義でワイヱ／レシュトラスの例が語

られることはなかった。

r e-<5式論法Jというので忘れられないのは、教養部1年理学部の微積分の講義は林五
郎教授が担当で、 E や 5の読み方、信き方を話して、正 と6の記J,:J・を用いる「i剣数が述

続であるJの定義を f一応、 定義だけはJと言いながら板－存して、数学科に進む人は勉強

することになるでしょうと話しただけであった。数学科に進まない人は佳うことはない、

覚えなくてもよい、という趣旨であった。

林；先生は、数学教師はコーシー織に足を向けては眠れない、と口にされたことがあった。

孔子僚に僚けたのであるが、わたしは、 s-<5は大学教師の飯の有｛だという意味で宮ったの

だと理解して今日に至っている。

r c-<5式論法」にかかわって思いll'iすことはたくさんあるが、数学としても、数学史に
関することも一切触れないことにして、ただ－；＂：・、わたしは、高校までの数学では、回数

の述続、不連続を数学用語にして区別する要はない、区別しなくてよいと考えている。三

角関数を教えるのに f連続jの話は使わなくていいし、微分可能性も気にしなくていい。

微分布~分の高校教科・舎が中間値の定型から解説ナるようになったのを見たときは、高等

数学が盤備されると、それを習った人たちによって低学年でも幣備のシステムのところが

真似られるのだと思ったu

片野の停の序文に f現代数学の観点からすれば、（f数学者たちJを取り上げる本では）

1 8世紀以降の数学者が中心となる。ところが中学 ・的i校で扱う数学の多くは17世紀ま

でにつくられたものである。特に初等数学といわれているものは、 15～1 6也－紀につく

られているejと舟いているのを[9］、わたしは、 20世紀、 191ft紀の数学がつくったもの

を初等 ・中等教育の数学に注入してはいけないし、混入させない用心が大切だという常識

の知恵から出ていると統b。

そして「15～1 6世紀には専門の数学者はほとんどいなかったJことも忘れてはいけ
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ない。

林五郎先生は高校進学唱が閉まり大学生が増加していたころ、中学 ・高校の数宇でこん

なことまで教えなくてもいいのに、とつぶやくことがあったらしいe

地方小都市の高校であるが、わたしが高技生のときは、~業科、工業科、商業科があっ

て、夜間の定時制の按業は静通科の先生も手伝っていた。そこでも！日lじ教科書だったと思

う。中学の同級生には尚校に進学しないで就職する方が多く、高校の普通科に進学しでも

大学に進学しない人は大勢いた。 4クラスあったが文系 ・理系の区別はなく、クラス全員

同じ時間割であった。数字：に幾何、解杭 I、日 とあったときで、解析－では、ロガリズムの

微分は習わなかったし、多分、在日分積分、間換割分もなかった。

6. 先人に学び、実践方法の論へ： 自前の指導~の創出へ

秋の一口、友人を案内して点北大学資料館の展示室に入った。関学時の展示物のなかに

学生のノートがある。林鶴＿JI川が微積分学の講量発で』証書したものを起にt；いたと思われる。
明治44年9月受；jli；と記すノートの最初のページが聞いてあった。そこには「函数jの訴

が入っていて、括弧して functionと記してある。やっぱり「同数jは大学に入苧して微分

と積分の対象として仲妙に、また新鮮に習う言葉だったのだ。

各地それぞれに初ねた年は追うが、十；~｛f-になってから、除み：市、金沢市、 熊木市の旧制

1rli枝記念館を見物した。熊本の五高記念館であったか金沢だったか、数学の期末試験問題

が展示資料のなかにあった。解析幾伺のようで、英文で古かれていて、新制大学を不勉強

に卒業したわたしには見慣れない方程式が番かれてあった。

展示の化学の教科書のページも、工学吊の文章も並々 しく約応え十分に見えるa

日本の教育史を振り返れば、明治政府は、 小学校の教員を接成するために師範学校をつ

くり官賞守病制にし、大学をつくるために中学 ・高校をつくった。

わたしの祖母はカナ文字も占けなかったようで、農家から脱いできた母は高等科に通っ

たが、中学校には進まなかった。彼女の生まれは大定2年である包2）。その頃、回舎の町に

は女子中字校ができたばかりであった。

略戦直前のころでも、中学生はおおむね家庭状況で選ばれた人たちだった。市t交に進め
ば、大学に入るこ とが約束されていたようなものであったとしづ。やはりわたし自身に言

い聞かせるように、現在の学校と数学教科の特呉性を際立たせるように、 一つの比哨とし

て記すのであるが、旧制の中学で教えたのは、商人の算術でもプりキ民になるための数字：

でもなかった往:J）。欧化政策のとき日本が見本と したドイツでは、科学はや1，学・哲学のしも

ベであって、大学が学問として研究する数学はパンのためのものではなかった，幾何学は

神学校ーにおける基礎学科としての f自由学芸jの伝統を保ち、西洋文明の源流たるギリシ

ャ文化を学ぶ手立てであったから、文系の学生にも教養の科目と官、織されていた。その系

滑にあって、近代の大学で専門分科した数学が官学によって移入され、わが国でも学校教
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育の科目数学の同僚にされる。

そして、江戸時代にはなく、明治の庶民附神に働きかけることもなかった数学や物理や、

音楽や体育や、戦後改革の新制限i校 ・中学の教科開に引き継がれ今日の内容を必礎付けて

るということができる。

社会変動を追って指湾要領は変えられ、そのときそのときで数学教科改革の内郎意除iは

違っていたが、結果としての今nの教科は、高等数学の微積分を目標にしたままで、高等
学校が全入学に近くなることを想定することもなく、目標は向く掲げたまま新しい数学を

入れ、現代数学の｝彩を説透させて抽象度がj何したものになった。

先進国口本の教育史の皮肉というか、 f也市の作画や石盤の筆算の記憶と連絡するところ

は高校数学で希緋になった。

村にイミ学の徒なく文官のいない｜止で、プリキ屋も級金 .l台金Lも::f：：伎で学んだことが今

の暮しを支えていると思い出されるような教科として教えたい時代になったのに、数学の

サイドからは、そこを披重要点とする指導型側、指鴻：内容が志向されることはなかった。

近~各地の理工学部で高校の数学の復習や補習をお膳立てするようになっているが、二

角法の教材をなくしたことで、関数のことに統括された三角関数やその公式は習うが、 ニ

角形について凶を作り、比例式を立てて賭凶係を導くところは勉強させなくなった。

抽設度の前iい数学を加え、新しい材料や記号を僧して、それぞれに参考沓が"?fr額されて

戦前には伝統の内容になっていた代数学、幾何学、解析幾何学、三角・法の姿は見えなくえ

っている（15].

大学が予制II校教師に頼んで彼拘しなければならないような数学は始めから生徒に押し付

けないようにしよう、鈍い歩みになってもいいから、大学に進むことになる生徒はどの生

徒も消化しようと阻嶋に努め、なにがしか吸収するような内谷をという芦は数学サイドか

らは聞こえてこない。

と、古いて来て、筆イ奇のJっていることは見聞が狭いことを自らJ暴露しているだけかも

しれず、気にして、ゆとり教育を批判した容をめくったりしたが（16］、わたしの料簡が狭い

とはI醤じなかった。むしろ、その出によって、日々の数学の指導事実践から生まれる研究報

告をこそ盛んに、という提言の気持が強められた。

ともあれ、今さらのことに気になるのは、民衆のためと研究されている教育訟が地理的

に、あるいは心理的に辺境に位置する民の子どもたちを勇気づけるように工夫されている

かどうかである。

工夫すれば、歩みの鈍い生徒にとっても数学はそういうカを秘めている教科になると考

えたい。

この論考で挺2したいのは、教室で数理の問いに応容が鈍い児訟をよく観翁し、その子

の、邪念や問題を前にしての迷いや葛藤を推測し、職場を越えてそれを語ってくださいと

いうことである。

会I駄の言い方を真似れば、弱者向けの算数 ・数学を工夫することが突のある教科にする
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と考えるからである。工夫の源泉にされるのも工夫を試みる相手も教室の子どもである。

さて、鈴稿の外に出て先の提言からはかけ離れたことをあれこれ古いてきてしまったよ

うで、語りnに不快を感じられたかもしれない。話が、，r:i校教学のことからq，学生の学習
のことに飛んだりしている。隠居して高校の数学と中学の数学を区別する意識は薄れ、 と

もどき学校で時間古ljの教科を学ばせられている、気まぐれな子どもになる。その子が高校

生になって、あるときは小学生になって従，1・の窓閣を磁かめるように笈者に不満の口を利

く。

大人が、自分が学んだことや今背負わされている条件にとらわれることなく、子どもの

心の内に入り込むのは容易なことではない。いろいろに思い巡って汗き散らしたようなあ

れこれは、高等の数学や教科書の記述にとらわれる気持から抜け出て、子どもの惑いを観

察し、数学の教室で無気力な生徒にl向うのに役立つのではなし、かと与えてのことと受け止

めていただければと願う。

ill) ;j;j;尚一の生涯については、 rn本の数年： 100年史u：巻）J l12lが簡潔に紹介してし
る。同じi';I.r11丹治後期Jの f数学科蒙書Jの瓜でも、林の業績を知ることができる。それ

に関連する記事が本誌のz論文 ［13）にも盛られている。

なお、脱が良王主の名は、「日本の数学10 0年史Jでは、 （下巻） 「li｛｛和前期Jの"ft.の f和

文雑誌jの項iこ、 f尚教研究jを台IJ刊した考へ）j研究社の宅幹として出ているのみと忠われ

る。日木の 「数学Jは、 l0 0年縫って、民lttl人が支え育てた’!ifゃから、民聞から遊離し

た大学の年：に成長した固

託2);Ji車のシベリア捕虜収容所のことを詐いたものを読んで、大東亜戦争時にIf、学校の教

育．も受けていない兵隊さんがいたことを知った［i,J]。わたしの母の1f.代である。 「円本で，桂

務教育からさえ見離されていた不幸な貧しい兵隊たちは波れた身体に鞭打って fカナ ・サ

ークJレ」に出席し、夜i段くまで学校出の戦友たちからいろはや簡単な加融乗除を教わって

た。J

it3> rブリキ崖Jの請は平;j;j;－柴蛤文［11］の fドイツの総合大学Jについて記した部分カ

らとった。

木 ＊ * 
中学の 「一次方穏．式の利用jの導入問題にさ九るものを例にとる。

「梨を3個と、95円のリンゴを 1個買って、50 OPJlij!貨を挫したところ、お釣りが

2 7 0円だった。梨 l供！の値段はいくらか。答だけでなく、計算の式も書け。』

この菰の問題についての授業報告に、rJE符できた生徒は18名中 l3名程度であったJ

とあるのを脱んだ114）。式にxを使おうとした生徒が4名でいたが、方程式を正しく書いた

のは1名だった。

<xを使えという問題なのだろう＞と考えなかった子が多数、算数の計算をそのまま4
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くのでなくく折弧を使うのか＞、さらには、く官十算の式は折弧を使って一つの式にするの

がいいのか＞と考えた子が一人、二人。

この問題について算数の計算を一つ-ifけば、

『500-270=230,230-95=135, 135÷3=4 5.符え 4 5円。J

くお釣りが270円だから、払ったお金は23 0ドI＞、く裂3個の代金i玄、払ったお金

からリンゴ11国の値段を号11,,、て、 I 3 5円＞、だから＜梨i俗lの値段は、 13 5円を3..，.写

制って、45円・・・ （符）＞。

「梨は45円Jの答えに辿り者けなかった5名のなかには、上のような九段の言I・算が理

解できない子がいたのではないだろうカ。

上のような算数の計算が全日に照解された後なら、それを基に文学式や方程式について

昂ることができ、全員にこの問題についての方禄式の解き方を話すことはできるc 報告の

授業は rJi程式を利用した解決方法のよさを理解させるJことを目的にしていて、 3f&に

なる算数の解き方ti＇＞出来なかった子がシナリオの展開する便業のなかで予め自治んでいた

ように問勉．の解決に向ったか、解けるようになったのか、 xを使う式の話をどういう気持

で聞いていたのかは分らなb。

3段になる算数、算術の計算が出来－れば、「40と50の聞の数を一つ出びなさし、。それ

を覚えておいて黙って、その数の3倍に95を足しなさb、。それを50 0から引きなさい。J

f答が270になった人はいますか？Jfいないか。jr 2 6 7になった人がいる ，1 rs危

は27 3になった ！S君の選んだ数は？Jというような授業の進め方もある。

fT主主は27 1になったそうです ！J「どれ、どれj・・ ・と進行するかもしれない。

つ選んだ数をAと持けば、計算の式は、 500ー （A×3+ 9 5）である。
お釣りを23 0円と計算しているから、 3×X-f-95を計－算の式にして、＝ 230にな

るXを省：えとしてもよい。後で両者・をど並べて「移m」処埋について諮れる。
授業の報告を読むと、過半の生徒は）j；程式を解く前の、方線式を正しく立てるところで

匂っている。

方程式なしで解ける段階で、子どもがする算術の計算の仕）J'もいろいろである。

大学生になっても算術問題の解決ノJでの個人法は大きい。パーセントの数値の人った

上の問題よりは少し複雑た構造の問題を「算数教材研究Jの講義で試したのを思い出す。

数日採用試験の数学一般に/Uた問題。解答；の文ポをど読んでいて、なかに、これを書いた学

生は方程式を習って算術力が衰えたのではないかと感じたのがあった。

試してみて、算数の文京問題で受験考の得点差が十分に付くことが納得できた。

回沖誠祐 ri手数・数学科における説解）Jの育成についてJ[18］を、生徒の算術力と方程式

の指導法のことを念頭において説み返してみる。この論文の椴密な考証を土台にしてなら、

以下のような私見を語ることが許されるように思った。

そこには「身近な事象Jを数学化し、数学の淑題を設定する。設定した課題を処裂しよ

うとする、という悶式が引用されてある。処理の過程やそこで斜られたまII峨は当初jの事象

48 

Akita University



に戻って般かめられる。

わたしは、 f梨の値段Jの問題を「身近な事象Jにしてその凶式で照らしてみる。数年：化

と数学的処理は f一次方程式の利用Jとなるように見える。とすると、 生徒各人の算術力

のところ、算術力を土台、にして方程式を書くに至らしめる方法の習得のところは、その閲

式でどうとらえたらいいのか。

結論を：包げば、この医｜式を基にした指導要領の制僚や解説からは生徒に合った指導法や

医業の内谷が見えてこない。実行したい授業はこの図式からは滋かれない。現実の授業は、

先人を以似て先輩にさiたんで作られ、毎年試されて生徒によく守：ばれるものになって行く。

つの授業、一つの1111魁についてでもいい、歩みのおU、生徒が問題文を枕んで迷ったと

ころ、やヮと問題に取り組むに至るまでの過程、その観察記鯨のようなものを読みたいも

のである。

「J;I:数教材研究Jの税義で、過不足算を算術的に解いてみせたことがあった。解答の火；

主主も期窓して見本のM技のつもりで底書したのであったが、 fわかったか？Jと訊ねたのに、

頭を横に痕る学生がいた。大学の講義のなかでは気が乗らなかったか。小学生のときの学

習の記憶にない問題だったか、中学で方程式を初めて予？ったときカノレチャー ・ショックの

ような新鮮味を感じなかったか。

鶴亀算の型の問題にいついて 6-!j三の教科書にある袋にずる解法を説明したこともある治、

方程式が透けて見えているようでわたしの方が気来りしないまま、上手に指しょうがなカ

った。

l、学4年生に鶴屯算を教えた経験というのにIii会った［U］。

f鶴亀の頭は合わせて8個、脚は合わせて20ぶのとき、それぞ札何匹かaJ 

f分らないと言っていたチどもたちが、8個の0 （＂＇＜＇ノレ）に 、20個の｜（ボウ）を配る

ことにしたら、ほとんど全員ができた。J

ここでも、わからない子がb、る。

頭数が3個、脚は8本にして教え始めたらどうなのだろう。

続く 2つの節も、観策担保、そして、皆にわかる内容 ・方法の案と、皆にわからせた控

業実ー践の試みと、そうし、う報告が発表会で語られて、賑わうようであればという願いから

経ったのて’あった。

註柑，王手事者数、その他のデータは［1マ］による。以下記したこともこの実践研究を綬拠にし

ているが、問題は作り変えてあり、その点、では架空の話ということになる。問題文はここ

に記した計算式が／ii易いように、 またこの論稿で；捜i捻し易いようにした。

7.分配法則の適用

分配法則と呼んでいる尖数 （演算）の性質；
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。（b+c)=ab+ac
のことを話題にする。

わたしが学校教育学部の大学院で最初にぜミで担当した学生の一人は現役の中学校教師

でいわば生徒指導のベテランであった。あるとき被は、分配法則として奇かれている上の

等式について、わたしと遭った読み方をしていることに気付いた。

彼には、上の式は、 a(b+c）はab+acとして計算されることを示す式であった。

わたしは、とんでもない問逃いだ、友の他と右の値が等しいことを表しているのである、

と応じたと思う。

彼とわたしのこの読みの遣いのことは、その後、時を経て処を変えて何度か思い出され

た。わたしが、教える内容として子どもの気持を推してこの式のことを考えるようになっ

たのは近年のことだと思う。

中学生に教える文字式なのだから、法則を表す左捉える前』こ、 いろいろと算数で学ぶこ

との読みがあることを忘れるわけには行かない。実数の性質と考える視点は中学生では不

必であるといってもいい。

織かに、教師の彼がいうように、上の式は、。（b+ c）はめ＋acとして計算していいこと

を不している。右辺ab+acの計算はa(b+c）としても出来るという意味も含んでいるが、

将過には、横作きの文は左から読む。 中学生には一昨過を教える。

左から説めば、（x-L)(x-2)= x2 -3x+ 2は霊式の除け算である。等式としては符価で

あるが、 x2-3x+2=(xーり（x-2）は肉数分解となる。

教師の彼は、このような問脳解決の文脈で分配則の式を読んでいたといえそうであるe

尖際計算の問題にしてみよう。

「りんごと裂を4個ずつ買いました。りんご1伺の航段は98ドl、現1伺の値段は47 

円。合計の料金はいくらでしょう。j

(98+ 47)x 4 = 98x 4 +47×4 

実際は、料金を計算するのに、こんな分配則の式を適用したりしているわけではない。

臨機応変に右の式になる計算を左の式のようにして145x4 = L50x4-5x 4 = 

= 300x2-20 = 580と暗算して容の58 0を出したりする。

でも、上の句F式は、合t十料金の2通りの計算法として理解できる。それを文字の式にす
れば、a(b+c）はab+acとして計算できる、となる。

では、可後則の式や結合則の式はll・＃法としてどう臨まれるか。

可換則の式については、7を66 7 9倍する縦持きの筆算は、上下を逆に並べ苦手いて、

6 6 7 9に7を掛けて計算したことを思い浮かべるか。

その想起に伴い、人によっては、 12に3を若手けるのと、 3に 12を掛けるのと、答が

li:ilじになるのはなぜだろう、どんな臆数についてもmxncnxmは等しくなるのですかと

先生にたずねたときのことや、質問したときの教護の情景を思い出すかもしれない。

さて、可話Ulilの式や結合員ljの式は計算法を示しているのではなく、文字式の処理法とし
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て学ぶのだという教科書の都合に沿って、後に控える問題解決訟のための滋備だ f準備だJ

と進めるのも明伏で四の五の古うより潔いと生徒の闘に写る授業になるかもしれない。で

も、ここでは小学校で学習したlf・算を思い浮かべてJ:ll！解する連絡路のところで考える。

そうすると、計算法貝ljとして、可換則や結合員ljはこと荒立てて窓殺しなくとも文字式を

そのように処理することができるかもしれないが、分担則だけは計算法として意誠して考

えておくのがよさそうである。中学教師の彼の式の統み方である。

ここまでくると、考察していることは、実数についての分配法則でも、それを表する等

式のことでもなくなっている。むしろ、文字式の多筏性、文字式の教え方のことである。

文字式についてのそこのところをさらに露山させるように、題材を変えて、「II品数プラス偶

数は偶数であるj というのを考えてみる。

よく自にし耳にするのは、偶数は「自然数11によって211と表されるJとするものである。

それに，）：れば、偶数2nと偶数2mの和は、 2n+ 2m = 2(11 + m）と自然数n+mの2倍とな

り、また｛偶数である。

この、いわば証明スタイルの説明について、実・4設の分配法則を使っていると言ったら奇

妙である。生徒を惑わすことになる。 r1可－数プラス奇数は偶数であるjについても同じで、

f文字式によって説明される」という匁1；織を生徒に強制することに、あるいはそれを文寸：

式のよさと考えることにわたしは違和感を党える［19].

生徒は、自然数の認臓がそうであるように素朴に、その並びの一つおきの数として奇数

を、また偶数を認搬すると思う。それで.If干尖を十分に』Eしく認議していると忠弘

式の変形2n+ 2111 = 2(n + m）は、真実の説明ではなく 、認識したことを等式にするとこ
ろ、 yと ~fニ式にむくところが大）jの生徒・にとっての勉強筒所なのだと考える。

f欽ダIJJでは、 211+ 1は等差数列であり、 「数列jで勉強する内容は上のような f註明J

もどきの説明とは無縁である。

外見は同じであるが、方税式の中の2x+Iは、直線の方程式の問題に、さらには、伴って

変わる批の関係としても現れて数学に弱b、生徒にはややこしいことになるお。

この怖の最初に記した菅の思い出にもどる。文字式の変形を実数（演算）の性質という

高みから見ては指将を浪る。 一般法則の「適用Jで側々の計算を特殊と説明するのでなく、

特殊そのことを大切丁寧に扱いたい。と、指導法を学生に講ずる円々の弛めから開放され

たこの殺になって、むかしの自分の思考の肉われを反省し、やっと言えるようになった。

rn r私は困って泣きそうである。私は英t浴も出来ないし、東西南北の国々のj悟史や地理

もわからないし、占本隆明説んでもわかんないし、数学なんかXイコールyという事が理

解できなくて、公式丸暗記してようよう高校を出て来たのだ。イofで、知の巨人河合生存雄先

生の7停を語れようかけ ［19]
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8. 2次方程式の応用

中学：3年の f二次方程式の利用Jで次の問題を解かせると、式を作ることができない生

徒が多いという。

「連続した2つの正の盛数があります。それぞれを2釆した数の和が6jになるとき、

これら2つの披数を求めなさい。J

この問題文を説んで、わたしは平方 ・￥方線変の使用を思った。電坤：があれば使わなく

ていいと評された去である。

数表の平方数の列をみれば、 25と、その次の36で、 和が61になる。5の平方と 6

の平方である。

別に、数去を取り出さなくても、平方が6l÷2に近い2数を探して答は見つかる。

3 0. 5を挟む5, 6の2つの整数が答である。

Z方数のー賀畿を作れば、次の問題の容も来に見つかる。

「連続した3つの自然数で、各々の平方の和が77になるような列を探せ。J

比べて、先の問題文は、いかにも、 2次方稼式

x2 +(x＋り2= 61 

を立てさせるように、あたかも、この方程式を読んだような文章になっている。

4、のために、 ）j程式を立てて解くことを後有の問題について一通りたどってみよう。

①3つの自然数をa,b,cとi'：；くと 、この11凶に述続しているとき、 b= 11とおけば、

。＝ 11-1, c = n + Iである。

＠各々の平方の和は、 。z+b1+c1=(n－り2+n2 +(n+J)2 = 3n2 + 2となる。
＠平方の和が77に等しいことから、方程式J,,2-l・2= 77が成り立つ。

＠移項して、 3n2-75=0. 左辺を因数分解して、J(n-5)(11 + 5) = 0. 

＠この)j程式を解けば、 11= 5，または、 II=-5である。

＠問題の容は正教であるから、－ 5は不適で、 5が答である。

このように分析してみると、方稗式を作るのに迷う生徒の心理が視えるような気がする。

て次方程式が立つことを見越して、段階①～＠が実行される。ここでは、a=mとおいて、

③の方程式でなく、 m2+(m+ 1)2 +(m+2)2 = 77を立ててもよい。そういう不定要素も問

題に取り組む生徒に無意髄埋に作用する。

一次方程式を解くこと＠～⑤、方程式の手法としての威力など、問題一つを解いただけ

では感じ取りょうがなし、

［ここでは2l');:方程式の応用について指導するのだJと構えないで、このような問題解

決法を通して、生徒は、文字式のこと、括弧の式の展開を含めその処理法を守f：ぶのだと考

えれば、教える肩に余分なカが入らないのではないかと思われてくる。

問題の答は方程式なしで分るω そこを無視して、2次方程式の解法に重きをおき、それ

に従属させて代数解法の高みから問題をとらえては、指導を誤る。

さて、 α＝mとおく立式では、式が成り立つのは、m=4，または、m=-6の場合である。
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1111題の答の整数をJEと限定しなければ、容は2通りになる。方程式を教えるためにも、

中学に入った途端に、f負の数jを教えられる．上の段階＠での不適解の吟味は、その意味

で大切に取り扱いところである。問阻文を r.iEのJとしなければ、－ 6, -5, -4も解

になる。

答は算数の知識で見つかる。答：とわかる数値を代入して方筏式＠の正しさを納得させら

れる。そこは「回数定理によってjではなく、方程式の未知数を空欄とするいわば虫食い

刊によって、である。

さらに付け加えて言えば、段階＠を「必要条件十分条件によってJ説明しようとするの

J 4HIい。

生徒には、このような間閥解法を通じて、必誕条件とか「条件」ということの意味が徐々

こ形成されて行くのだと思う。

もっとも、「不適なj解のことは、昔は祭理方程式のところで、方程式の「無縁根」とい

って、そういう言集を用いて教えられたように忠弘

いろいろと合くうちに、fはじめにJで「その人（藤森良蔵）は、数学一紐解いてみせる

のにも三時間ぐらし、かけました」と引Jflしたのを思い山した。

雌森は、f代数学／今’：び方／考へ方と解き方』に粂｛牛の必要十分というのを解説しているだ

ろうカ。

ニタl形の合同条件や相似条件という言葉は、受験指導が広めたのではないかと推測しず

いるが、藤森の｜幾何学／考へ方と解き方Jには既にあるのだろうかω

9.読み ・書き ・そろばん

叫＆倉使節団は邸；米の教育制度を調べ、学技を見年：し授業を参観する。軍濯を建造し、躍

を挽舵し、砲を打つには西洋式を学ばねばならない。学ぶ人材の義成は小学校から始まる。

西洋書の数式を読めるようにするためにも、数学のテキストでは、小学校から数字も記号

も洋式を採用せざるを得ぬ。彼の国の授業は、江戸期の叫や滞伎のように、読ませ、持か

せる、時aff1主体ではなかった［2l]cだが、授業の形まではなかなか真似られない。

真似ようにも、小学校で理科を教えられる人などまだいなし、。陣物と違い電気や力学な

ど物理の).,I;・織の概念は言葉にもなっていない。小学校で化学の実験をするには、実験具や

化学薬品を用意しなければならなb、。メートル訟を使い、太鶴鮮にし、時計の時刻を教え

る。地球憐を作り、天道説を教える。

附いうちに家を出て町の学校まで歩く生徒も珍しくなかった。知識の獲得は暗記に頼る

のが手っ取り早い。西洋式の数学も解式l際請で覚えるものになる。党えてt学書をものに

する能力は仙えていた国であり、読み押さの素姥ある民であった。

陸海軍の諸学校の入学試験や、各部の教員検定試験や、いろいろな資格世駁では暗記力

が賦されるようなものだ。数学についても三千組を解く忍耐をもってたくさんの問題とそ
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の解法を覚えることがH干心である。

進学者が増えるにつれ、過度の競争が批判を裕び、過酷な試験が反省される。教授要目

も定まり、教科書類も培えるにつれ、 qi学の数学は暗記するものではなく考えるものだ、

ちゃんとJS"えれば附援に覚えなくてもよい、覚えることは少なくて済む教科なのだと説カ

れ、要領よく経済な覚え方が工夫される。

一方で、若い同家の教育は理組主総、進歩主義が引っ張るω 人気に押し上げられるよう

に教科の内容は高度化し、純度を噌して他教科との墜を高くして行く。

視座を、教育される邑々の民のそれに置いてみよう。ひとの子である私にとって算数も

数学も学校で学ぶように設定されてある多数教科のうちの一つである。私は日木の大人に

なるために、母のように、また祖父のように学ぶ。一人前になるためにどの教科も等しく

学ぼうとすることが大事なのだと、ひとの子の平l、は思う。

こう書きながら、数学教科は地理や！It界史のような暗記科毘ではないという通説を思し

出している。もちろんそれら暗記科目をしっかり勉強しておけば、一生役に立ち、外国航

行するHがきたらH青記の知織を宥難く思う。

今まで考えてもみなかったことだが、この論稿をf開花して綴るうちに、地理や歴史とは

l暗記の~~l~は大逃いだが、算数も数学の習得も附花時論することが内容の中核になるので

はないかという気がしてきた。暗記の仕方は人ごとに違う。数学に弱い子は附制した公式

の使い方や解式の組み合わせも、多様な問題ごとに暗記する道を取らぎるを得ない。凶？宇

伝来の数年：は明治が述くなった現在も大多数の民にはそうイメージされていて、数学の授

業は忍耐を修行する時間である。そして、数学研究のレベルが西洋に並び、教育方法の学

が整備されたはずの現在でも、数字：は、考えている時間の少ない、 達成感の少ない科目に

なっているような気がする。

中学の正の数 ・負の教というのにも却すえ処はない。そこは教科書の一章を当てても鍛然

と完結するように記述しょうがない内容である。文字式の書き方にもおもしろい問題はな

い。おもしろく感じるのは使い方によってであり、使い方は後から出てくる。そこには外

国語を習うときにはあるところの習うものが伺かという分りやすさもなければ、国語を習

う身近さ、気安さもない。先生の芦背にリズムがなく、数学では、くりかえして暗踊する

J葉や文章がわからな1, 0 

国数分解のすらすらできない大学生がいて、また、二次方程式の解の公式を因数分解と

結びつけない学生の知識にわたしは嘆くことがあったが、 二次方程式は大きい数学の牒題

としてもっと大切に教えないといけない教材なのだと認識するように変わった。解の公式

ぐらいは中学校で教えょとしづ数学サイドの議論は文字式、方程式の学習をあまりにも粧

くたやすいことのように考えている。三平方の定理を文字式で証明を述べるようになっー

いるのにも通底している。 三平方の定型は、仰々しく 中学教学の頂点に積出して教え、高

校の余弦定理はその頂きを脱り返り仰ぎ見るように教えるのがいい。

数学史上にある解法を例に、苗積問題を荷積の燥作で解くことを先にして（解の公式の）

54 

Akita University



特殊な場合の答えに教導するとb、う尖践報告を抗んで、その道－行きの指導突を検討するう

ちに f解の公式jを当面の目的にしない、特別な問題について鈍間に進む教導の道行きに

は、現行の指潟i品科．では「r.ll足IJとならずi向えてしまう学び所のあることがわかつた［15］。

いろいろとλド

と2う前の問題z学に捜もれている。
面積問題は図形に付随する問いであるから負の散は考えなくていい。平方根には正と負

の2つありますという知識も無用であるc 二次方稗．式の「解の公式jから問題を分類思考

しては患い浮かばない考え処が、身近な＊象そのことにある。

これまた、ついIv:近に知ったことで（追記として紋後に記す）、和算には二次方程式の立

つ問題がたくさんあるらしい。先人たちはそれを問題ごとに工夫して解いている。この和

罪史から教えられるのは、記号代教は西洋数学史の発展でも産みの：ぐしみがあり、飛蹴点

となった考え方てeあった、たやすく思いつくものではないということである。

さて、暦を作る計算や測量術に伴って中国伝来でわが国にもあったはずの算術の学は、

武士の流派や茶道の家元制の秘密主義のようになって西洋のようには広がらず発展しなか

った。ある人はi極味道楽に、また農業のかたわらに取り組んだ人もまれではなかったとい

っ。
そこに、ギリシヤに発する冷徹な哲学の知はない。

近代国家を作り、科学を移入し、技術大国となったが、今もって、われわれの心は西洋

的でないものが核心を占めているようである。怜iilEの精神はわれわれの魂と別のところに

ある。作訟をwう、型から入る修行にするのが倒木人に受け入れやすかったのだと思う。
いろいろな習い事にも型がある。手？い事自体がn本的なものかも しれない。初いlJJ:の延

長上にわがl.lilのピアノ教室の繁栄があると、先先日の、音楽教育の先生が分析していた。

戦前の小学校でのそろばん教育や、わが国での計算尺の普及のナごさをソ連P)I留を回顧

する話のなかで教えられ［14］、 それは、寺子屈を引き継いでいた般的の教導にあったことに

思われた。昔人にとって、神は細部に宿り、よろずのものに気配りさせた3

時代小説で和算家をとりあげたものがあるという。若いのに、和算に思い入れ、和算家

にのめり込む人がいる［22］。

和算の問題を現代文にして子どもに提示し、抗み説き、和算流に角干し、てみせたらどうで

あろうか。

和rtr：：書のように、縦苦手きにfl¥l地．と算法を書いたもので、演JI:.は波文読みで読む。戸商に

読み、国語の領分に足を踏み入れて、数学の術に及ぶ。

小学生に試したら漢詩をたちまち覚えたと聞いた。親も吟ずることがなくなっているの

に、遺伝子が応えるのか。共鳴するのか。そういえば、むずかしい部字や、 4文字決’ドや、

教えれば低学年の子はどんどん党えるらしい。その子の英語の勉強は最新の教共をもって

しても長続きしなかったことを思い出した。

官学が教える教育理論や方法にとらわれず、敗戦前、さらには拠船来航以前の教導の流
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慌に想像を走らせ、数学の教室で子の心に流れる魂のリズムを訟もうとすることが、子ど

もに f身近な事象Jを探るのを助けるかもしれない。

1 0.むすびに

今年の互にfニューギニア戦線の真相jという新指本を読み出したら、「私が配属された、

L・源調交隊第一斑Jr~E長は地質学者の ・. . Jと、そこには大学の教養部のときの地学の

先生の名があった。その先生の死亡記事が新聞にU＼たのはそれから間もなくのことだった

と担、う。「札幌市の病院で死去、 93歳。長野市出身。J

そんな話を友だちにして何回間か過ぎたころ、その友が「第2JiJJ あの戦場体験を語り

継ぐ集b、」 というのがあっ・c日比谷公会式tに行ってきたと、集会の資料をコピーして送っ

てきた。彼にはメーノレで、タ，m：のころか、品・近テレビでドキュメンタリー「兵－上の証τi".
住民を巻き込んだ必!!l!Jの戦場Jを見たと書いていた。

映像には「思い出したくない。・・・ 話すと夜ねむれなくなるJと涙を流す顔があった。

やはりこの夏に、 『アメリカン ・スクーノレJという題名に惹かれて説んだ本に、敗戦後の

中学英語教師のスクーノレ見学の如来が物語られていた。その小説の入った文庫本には「燕

；；（大学部隊Jとし、う短編が載っていた。作者は小島信夫である。そんなことがあって、『は

じめにjに記した苔を図書館で手にとったのであった。

気まぐれに、脈絡もなく、戦中、戦争直接のことを書いた小説をいくつか読むうちに、

世代の断絶を思い、自分の知；誌の偏りが気になった。曹長と伍長の逃いが分らない。mvv
や兵長の役割を30代の作家（古処誠二）の汗くピノレマや沖縄の椴組の小説から教えられ

ている。

太平洋の戦場になった島々の地理についても知らない。上の世代の人は故前線の名とし

て当時の新聞で読み、またラジオで聞いていたのであろう。

激！被の地について知らない、兵隊の位の名はイラク侃遣の米軍のニュースに出る二とf

あるが、寧隊の階級としては分らない。それは日本でわたしだけのことではないと思う。

機場にならなかった内地の都市も数多く空爆を受け、たくさんの記念物や記蝕類が燃え

たZ目。敗戦国では戦争の体験が語り継がれないで忙しく過ぎた。さらに、続く占領によって

いろいろなことが切断された。

半勝一利 ra？｛手II史 ・戦後舗Jには敗戦後のことが様々 脅し、である。が、 日本の歴史がそ
こで切断されたとは読まなかった。この本では、 「昭和26年に、突如、マッカーサ一元帥

がアメリカ大統領から龍免されたとき、日本の谷界名士が名を述ねてマシカーサー神社を

つくろうと計画するほど、皆が名残りを惜しみましたJ[23］とある。長11らなかった、そうだ

ったのかと当時の時代風潮が偲ばれた。このことは、 日本の“神社”の生まれ方を教えら

れたような気がして、忘れられない箇所である。組免は、中学3年生になったときのニュ
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ースであった。

当時の r5・3制 野球ばかりが うまくなりJの小学生にも、述合国総司令部（GH

Q）の連合凶'.t!1最ー高司令官のマッメJーサーは、大人のいうように f神段jであった。

司令官の槌免や制度の改変はニ品ースになる。日木人の変化で、ニュースにならない見

えないところの変わり燃はもっと大きい。明治 ・大』ピと形成したや校教育の歴史が敗戦で

切断されていると感じるようになったのは、自分の生きた年数が上回え、限後の数学教育を

歴史の長さで見るようになってからだと恩九

己i制下の戦後改革は、明治の欧化政策の、イ学校を作り音楽を教科にし、科学を教え洋算．

を算数に採閉したとさよりも精神文化を大きく変えたのではないだろうかの

漢字制限というのもその一つ、おろかな政策だったω ｜日い諸物、書物から素人の多数庶

民を遠ざけてしまった。

この論稿を綴ることでそんな妄相、が生まれ、お除で国民学校の生徒で少国民だったとき

のことを思いIllし、中学校のときの教室や先生の熱心を思い浮かべることができた。

さて、藤森良践には、算数についての作もある。その講演もした。もう耳にすることの

ないような語り円であった。

fお母さんから庇をお掃きなさいと云いつけられて、 一人で掛かずに

郎と協力したのであるから l人と l人で2人

と云う 2の栴成をシッメ｝！） ；呑み込ませて獄きたいのであります。二人の協力によって庭が

きれいになった時の在びをシミジミと味ははせて ・・・ J（藤森良蔵・良夫共著「幼推臨カ

ら一三年 ・算数 母の心榊えJ考へ方研究社、 l9 4 2) 

4まと古：［5］は、良蔵が 19 3 5年から 19 4 3停までに行った Iほと子の算術指導講軒会j

の話。械は百数卜同に及んだと記し、藤森良蔵述「小学野術一－W・の心構えj舟の新聞社
( 1 9 3 8年）の写真を載せてし、る。良殺の講義ぷりというのには I著者の考案にか』る

教具と玩具Jがいろいろ映っており、大勢の母子でいっぱいの講演会場の者援には fどう

すれば算術が好きになるかJと排出題目が記しである。

議師の情熱と会場の盛況を戦時体制下のことと括ることはできないように思う。

若かりしときの良蔵は、暮しでは目にすることもない代数学の、西洋の；I干式の「括弧用

法」 「盤式の変形jを自らの工夫の例えて＼ 言葉を尽くして教え込んだ。

国民教育たる代数を口酸っぱく説いても、消化しない鈍物がし、たと推測される.r必盟で

あれば、 小学校・一年の算if，~まで遡って初めから解説する J [2］というのは良臓のものであっ

た。その姿勢が暮しのrjqこ飽全に生まれる算数を母と子に説かせる熱意になった。

ω事Iii干停に関わり仙台空襲のことがlllfi）締の「付記J[lO)pp.6,7に出てくる。松岡元久

は昭和20壬f.4月の東京大室襲のことを恒4]p.249で記しているa

＊ ＊ ネ

国民学校で算数のことで思い出したことに、 r2s+5=33Jのイコールは、 3年生ぐ
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らいのときに初めて習ったのではないだろうか、というのがある。初めのうちは、r2 sた

す5＇むと国語の文献で足し算をやらされたようで、その次に、 28と5を縦に主主べその

下に梢俸を号｜いて、詩！詳の答えは持の下に幸子く という電子き）Jを習った、ょうだ。というの

は、あるとき先生が fこの横搾は何ですかjと問うたからである。正答者はとうとう日付

くて、先生が宮うには、これは r2 sたす5はJの fはjである。

もう ー件。隣の学級の先生が代わりに授業をしたことがあって、「47 fl）の梨が6個では

いくらかjという問題には、計算式を6×47＝と持いたりしてはいけないと説いた。 11

テストをしてノートを見てまわり f正しく答えているのは00一人だけだったlとも言っ

たから、 47 1•1 × 6=282 阿と書けとまで雷ったのかもしれない。その後も度々思い出

れたことであるが、詳細iはもう忘れているの羽織に持の、威厳ある先伎の姿は同に焼きつ

いている。子どもの記憶では、低学年の先生ほど偉かった。

その先生は「6個ではjを「× 6=Jと書くのだと教えていたのであろうカ。

これだと、同本語から算数へ、西洋式の管き方へ、 の道を取っていて、読み、件き、そ

ろばん（計算）はしっかりと述結している。

多分、たった一時間の出会いの授業であって、その先生の名はしらない。でも、そのと

き、解答の容さ方を心得てし、るとほめられた同級生の~00は今も忘れていなし 。

そんな告の夢をみて、現実の「三角比Jの授業で、 tanA＝会解説するのを‘・参観”した

ら、英語の教科得を翻訳して話しているように錯覚された。

卑近な坂道の「勾配Jや、屋恨の「勾配J感覚に訴えようとする教務ではなく、ピラミ

ジドのi高さや、ターレスの名を111し、三角形の相似で諮っていた。官学の教育学部で学生

に講義するわが姿を見ているような気持になった。

謝辞と追記と

この資料の紋後の節§1 0は｜て持きしたものの§9は未完の段階で、伊藤幸見先生（111 

形県和算研究会会長）にお見せすることができた。記念講演会へのお拐いの使りに I去る

九月で満85織になりましたJとあったから、先生は 19 2 3 （大：iF.1 2）年のお生まれ

になる。説’演会の翌日には、資料について、いくつか気付いた点があると手紙を下さった。

わたしが限った推測で書いている箇所についても記してあったが（§ 5）、年代の記憶の

差が現れているところでもあり、そこを正すように容さ低しても取って付けたようになっ

てしまうようで、手を入れるのは止め、手紙のその部分だけここに迫記として引用させて

頂くことにする。

受験雑誌は当時3誌で、「受験旬報（後の蛍雪時代）j、f受験と学生J（研究社）、「考へ）jJ

とあった。

「欧文字土（後の庇文社ω）の添削指導は人気があり、私む入会していました。（学校では

受験指導はなかった。）月 3回の答案提Illはかなりきっかった記憶があります。

58 

Akita University



旺文祉の赤尾妊夫社長は熱血i英教訓iタイプ（英語）で受験生の教組的な存夜でした。j

「作家の山田風太郎は当時そのペンネームで受験小説の花形作家でした，J

上に記した講演会というのは、関学和没後30 0年記念の企画展の記念緋演会（ 1 l月

2 5日）である。掛演は2つで、講演者は、七ft保、孤仲介。

講演会に出席して、土倉係先生にもこの論稿をお見せすることができた。数日後に電話

あり、受験雑誌については、 f受験旬報Jは「旬報jが示すように月 3回の先行だったとい

い、「考へ方Jの数年：本は見たことはあって、装丁、諮り口といろいろ思いIllされるようで

あったが、先生には好みのタイプではなかったご様子である。

また、この論稿で藤原絵三郎の手n算研究の動機を藤沢利喜太郎（の初等 ・中等教育への

貢献）と結びつけるかのように綴っているのはぶっている左注意された。先生の法意に従

い「口水の数学10 0年史Jで菊池大越のところを読んだら、→鋪池→林→藤原－＞平1LI－歩

という官学にあった和算研究史が見えたような気がして自分の無知を知ったが、そこはこ

の研究資料に入れようもなく、せめて、筆者用のメモのつもりだった最後の生存年一覧に

は是非、箔池の名を印しておきたいという気持になった。誤りのJえ

向本貝I ］念控の名と I~ミ存if:.を －覧に記人したのは、実は、 このことの前であった3 伊藤幸男

先生に、木学会会員松岡元久氏の逝おされたことをお聞きし、それが f和算とねJ[24］を読

む機会になったことがきっかけである

意外な出会いと先生方の腿かい以Jtまから、未完の§9を有l算のことにまで触れて浮くこ

とができた。 §7、§ 8はその前の数節とはおljにそれらよりも早くに書き終えていたので

あるが、それを、予定していた実践の場から創出する手作り教科書に結びつけることはな

かなかできなかった。提宮は、生徒の心理の観療の勧めであるとはいえ、数学教導のため

に何らかの提案を合めたいと考えていたのであったが。

それはn-1－わなかったが、表組ーにした 『民衆I古jけ指導jについて、予定していなかった大

きな提すが心を占めるようになり‘それを §9の最笹に苔く ことができた。自分には実行

不可能なことながら、和算の！京文から取り上げる数学の授業が実行できたら、生徒に明治

前の文字、碑文に親しませ、敗戦から大分になるのに埋忘れたままの、あるいはこれから

も災害その他でどんどん消えていく古文書に接近在せることができる。

高仲介氏は捕前で二次方程式の立つ問題金取り上げているが、その種のものの手II算家が

記録する解法を知らず、」二に提言の話題にすることはできなかった。

!l)欧文社の:fiij業はJ9 3 1年、旺コビ社となるのは19 4 2年。
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手控え<tメモ》

岡本則録 l 8 4 7～1 9 3 1. 松岡文木郎の技凡包4]

部池大投

、予尾 ヌ予

除問文太郎

1 8 5 5～1 9 1 7. 和算字Fを取り澗ベ、和算の講義を計画

1 8 5 5～1 9 2 3. 東京大学で星学（天文午：）科の教授

1 8 6 1～I 9 4 I. t公開元久氏の抱父
藤沢利点太郎 18 6 l～I 9 3 3. 藤原松三郎の「思ilPJ
戸［合十太郎 I 8 6 5～I 9 4弓

林鶴－ 1 8 7 3～l 9 3 5. 
高木氏tf'j 1 8 7 5～l 9 6 0 
二上義夫 1 8 7 5～1 9 5 0 

I様原松三郎 l 8 8 l～l 9 4 6 

1説余良蔵 l 8 8 2～l 9 4 6 

小倉金之助 1 8 8 5～1 9 6 1. 

戸間前 l 9 0 2～2 0 0 1 
平111 諦 1 9 0 4～I 9 9 8. 

本~ 五郎 1 9 0 9～1 9 6 2. 

諸国主泌 1 9 0 9～1 9 9 8. 

藤森良夫 1 9 1 0～l 9 9 5. 

凶品一郎 l 9 1 2～1 9 8 5 

高杉一郎 1 9 0 8～2008 

小島信

、北帝i判大学開設時、欽学科の主任教授

民主主務科学者協会会長

（長男が理学部で筆省’と同期でした）

父は林鶴一

良放の長男
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Sul'veying the ups and downs of“Kangaekata Kenkyusha Gt也u-company）”
before the waじitis tried to find out a way of teaching mathematics for the 

people of the masses in Japan 

ITAGAKI Yoshio 

(Professor Emeritus, Miyagi University of Education) 

After the Meiji Restoration, Western political, judicial and military institution 

were adopted, and modern educational system was introduced into Japan in 1872. 

From primary school, text-books with horizontaJ writing were used, and calculation 

with figures not with abacus w泊 taught.We survey the change of teachine" 

mathematics after the Meiji era by talking about Ryozo Fujimori(l882-1946) who 

was a teacher of secondary schools for a while and organized a supplementary 

private school for entrance examinees. We also survey the work of Matsusaburo 

Fujiwara.(1881～1946) who graduated Tokyo universit弘、，ventto Gottingen, and 

became a professor of Tohoku University nationally thir・dlyestablished in 1911. 

After xetiring Univ. he was engaged in the study of＇明＇asan”inEdo era, namely 

mathematics hefore the Meiji . 

In 1945 Japan was defeated in Word War TI. 'The war left much of the country’S 

industry and infrastructure destroyed. Japan was occupied for the fil・st time in its 

history, from 1945 to 1951. 

In the latter half of this paper §6～§9, we research the identity for the 

mathematics teaching in our country which would be undersl,andable for people 

beyond the mathematics itself. That must be taught plainly, straightforward, and 

naturally with Japanese language. 

Keywords: national university, private cram school, occupation after the waじ

algebraic formulae, transposjng of polynomial, quadratic equation 
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